
台
湾
に
お
け
る
修
行

「
仏
七
」

と
門
派
化
の
進
む
寺
院

|
|
西
蓮
浄
苑
・
慧
日
講
堂
・
南
普
陀
寺
・
霊
巌
山
寺
・
仏
光
山
|
|

は

じ

め

に

台
湾
に
は
興
味
深
い
膜
想
修
行
法
が
存
在
す
る
。

「
悌
七
」
で
あ

る
。
筆
者
は
先
に
西
蓮
浄
苑
の
仏
七
に
つ
い
て
簡
潔
な
報
告
を
行
っ
た
抗
、
そ

そ
れ
が

こ
で
は
そ
の
歴
史
的
な
背
景
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
ま
ず
仏
七
に
つ
い
て
簡
単
に
再
説
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
仏

七
は
、
読
ん
で
字
の
如
く
念
仏
を
七
日
間
行
う
膜
想
修
行
法
で
あ
る
。
し
か
し

唯
だ
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
唱
え
る
だ
け
で
は
な
い
。
阿
弥
陀
の
名
号
を
唱
え
る

時
間
と
静
か
に
阿
弥
陀
を
念
じ
る
時
間
と
の
二
つ
が
混
在
す
る
の
で
あ
る
。
時

聞
は
お
線
香
の
燃
え
る
時
間
を
基
準
に
し
、
「
支
香
」

と
の
言
葉
を
用
い
る

が
、
お
線
香
一
支
香
分
の
時
間
を
基
準
と
し
て
い
る
。

ほ
ぼ
小
一
時
間
で
あ

る
。
西
蓮
浄
苑
の
場
合
は
、

二
支
香
分
或
い
は
三
支
香
分
の
時
間
が
一
つ
の
サ

蓑一

輪

顕

主主
旦主

イ
ク
ル
に
な
る
。
ま
ず
最
初
の
一
支
香
分
の
時
間
を
使
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
名
号

を
唱
え
な
が
ら
、
本
尊
の
回
り
を
行
道
す
る
。
こ
れ
は
身
・
口
・
意
の
三
業
に

よ
る
念
仏
と
さ
れ
る
。
次
に
自
分
の
席
に
着
き
、
姿
勢
を
正
し
て
南
無
阿
弥
陀

仏
の
名
号
を
唱
え
る
。
こ
れ
が
口
・
意
に
よ
る
念
仏
で
あ
る
。
こ
の
念
仏
は

ペ
ー
ス
を
速
め
や
が
て
ま
た
ス
ロ
ー
に
な
る
。
こ
の
時
に
は
多
少
な
り
と
も
精

神
の
高
揚
が
生
じ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
次
に
鐘
の
音
を
合
図
に
静
か
に

坐
り
続
け
る
。
こ
れ
は
意
に
よ
る
念
仏
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
身
口

意
の
三
業
か
ら
意
の
一
業
に
渡
る
念
仏
が
行
わ
れ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

の
が
西
蓮
浄
苑
の
仏
七
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
(
行
道
し
つ
つ
唱
え
る
)

(
坐
っ
て
唱
え
る
)
(
静
か
に
坐
る
)
と
い
う
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

最
初
の
数
日
間
は
、
午
前
と
午
後
の
二
座
、

四
日
目
か
ら
夜
の
一
座
が
附
加
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さ
れ
、
日
に
三
座
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
動
き
な
が
ら
の
念
仏
と
静
か
に

坐
り
な
が
ら
の
念
仏
が
混
在
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
静
か
に
坐
る
時
に
は
阿

人間文化

弥
陀
の
相
好
を
観
想
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
、
時
に
は
白
喜
観
も
行
わ
れ
て
い

る。
で
は
、
何
に
基
づ
い
て
こ
の
よ
う
な
行
法
が
工
夫
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
論
で
は
ま
ず
こ
の
事
に
つ
い
て
探
求
し
、
次
に
再
び
調
査
に
訪
れ
た
寺
院
の

事
例
報
告
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
。

な
お
、
調
査
は
、
平
成
十
七
年
二
月
十
四
日

1
十
七
日
と
平
成
十
八
年
二
月

六
日

1
十
日
の
二
回
に
わ
た
っ
て
行
っ
た
。
西
蓮
浄
苑
と
慧
日
講
堂
に
関
し
て

は
平
成
十
七
年
の
調
査
に
、

そ
れ
以
外
は
平
成
十
八
年
の
調
査
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
。

西
蓮
浄
苑
の
仏
七
の
背
景

西
蓮
浄
苑
の
仏
七
は
、
民
国
六
三
年
(
一
九
七
四
)

よ
り
始
ま
っ
た
。
最
初

は
夏
期
に
行
っ
た
が
、
蒸
し
暑
き
に
不
便
を
感
じ
、
仏
七
は
冬
の
行
事
と
し
、

夏
期
は
修
学
会
に
改
め
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
。
指
導
者
で
あ
っ
た
智

諭
法
師
(
一
九
二
四
l

二

0
0
0
)
は
仏
七
の
期
間
中
に
開
示
を
行
っ
て
い
た

が
、
そ
の
開
示
の
記
録
が
、
現
在
、
西
蓮
浄
苑
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

記
録
に
よ
れ
ば
、
智
諭
法
師
は
、
自
ら
の
工
夫
で
現
在
の
よ
う
な
身
口
意
、

意
、
意
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
創
造
し
た
と
い
う
。

智
諭
法
師
の
言
及
に
依
れ
ば
、
台
湾
に
仏
七
が
定
着
し
広
ま
る
よ
う
に
な
っ

2 

た
の
は
煮
雲
法
師
(
台
湾
東
部
に
浄
土
の
教
え
を
広
め
、
高
雄
の
鳳
山
に
住
し

た

(
一
九
一
九
ー
一
九
八
六
)
)

の
功
績
が
大
き
い
と
い
う
。
智
諭
法
師
も
煮

雲
法
師
の
領
導
を
敬
慕
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
自
ら
の
工
夫
を
加

え
た
。

そ
れ
は
、
現
代
の
人
々
、
す
な
わ
ち
末
法
の
時
代
の
衆
生
は
坐
っ
て
時

聞
が
経
て
ば
腿
の
痛
み
を
感
じ

一
方
、
立
っ
て
時
間
が
経
て
ば
足
に
痛
み
を

覚
え
る
と
言
っ
た
具
合
に
機
根
が
熟
し
て
は
い
な
い
。

よ
っ
て
歩
き
回
っ
た

いり
う三 、

.JL 

っ
た

り

坐
っ
た
り
と
い
っ
た
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
を
工
夫
し
た
と

さ
て

そ
の
浄
土
の
念
仏
法
円
で
あ
る
が
、
智
諭
法
師
が
典
拠
と
す
る
も
の

は
、
『
無
量
寿
経
』
『
観
無
量
寿
経
』
及
び
『
阿
弥
陀
経
』

の
所
謂
浄
土
三
部
経

と
『
繋
舟
三
昧
経
』
で
あ
る
。
特
に
『
繋
舟
三
味
経
』
に
説
か
れ
る

「
欲
生
我

と
の
記
述
に
陛
目
す
る
も
の
が
あ
っ
た
と
見
え
、
仏
語
を
信

じ
て
行
お
う
と
の
意
識
が
見
え
る
。
ま
た
、
仏
七
の
具
体
的
な
規
矩
に
関
し
て

園
、
持
念
我
名
」

は
、
霊
巌
山
の
儀
規
に
倣
い
、
善
導
和
尚
の
念
仏
を
主
と
す
る
の
を
参
照
し
た

と
い
う
。
霊
巌
山
は
、
大
陸
は
蘇
州
に
あ
る
霊
巌
山
寺
を
指
し
、
そ
の
寺
院
の

出
身
で
あ
る
妙
蓮
和
尚
が
民
国
七

O
年
(
一
九
八
一
)
台
湾
に
来
島
し
、
民
国

口

七
三
年

(
一
九
八
四
)
南
投
勝
堵
里
鎮
水
頭
里
に
台
湾
版
の
霊
巌
山
寺
を
創
建

し
て
い
る
。
知
日
諭
法
師
の
西
蓮
浄
苑
に
お
け
る
仏
七
の
開
始
は
民
国
六
三
年
で

あ
る
か
ら
、
直
接
影
響
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
善
導



(
六
一
三
ー
六
八
一
)

は
、
言
う
ま
で
も
な
く
中
国
浄
土
教
の
大
成
者
と
目
さ

れ
る
人
物
で
あ
り
、
日
本
の
浄
土
教
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
善
導
は
ひ
た
す
ら
合
掌
し
念
仏
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
仏

の
回
り
を
巡
る
こ
と
も
仏
を
礼
拝
す
る
こ
と
も
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
善
導

の
念
仏
は
、
「
立
念
則
念
一
万
二
万
、
坐
念
則
念

一
万
二
万
」

で
あ
っ
た
と
智

諭
法
師
は
捉
え
る
。
実
際
に
、
同
様
の
表
現
は
、
善
導
が
集
め
た
と
い
う
『
観

念
阿
禰
陀
傍
相
海
三
味
功
徳
法
門
』
の
「
般
舟
三
昧
経
請
問
品
明
七
日
七
夜
入

道
場
念
悌
三
昧
法
(
出
般
舟
三
昧
経
)
」
に
登
場
し
て
お
り
、

そ
の
文
言
は
次

輪)

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

台湾における修行「仏七」と門派化の進む寺院(蓑

例
言
、
想
念
阿
鵡
陀
傍
真
金
色
身
光
明
徹
照
端
正
無
比
、
在
心
眼
前
。
正

念
悌
時
、
若
立
即
立
念
一
高
二
高
、
若
坐
即
坐
念
一
高
二
寓
。
於
道
場
不

得
交
頭
婿
語
。
童
且
夜
或
三
時
六
時
。

こ
の
よ
う
に
、
智
諭
法
師
は
仏
七
の
淵
源
を
善
導
の
著
作
に
求
め
て
い
る
。
し

か
し
、
善
導
は
称
名
念
仏
の
提
唱
者
と
し
て
は
名
高
い
が
、
実
際
に
行
わ
れ
て

い
る
仏
七
で
は

一
支
香
分
の
黙
座
の
時
間
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
善
導
の
影

響
だ
け
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
部
分
に
対
す
る
経
典
の
典
拠
と
し
て
は

『
観
無
量
寿
経
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
そ
の
他
の
諸
祖
師
の
伝

統
も
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
西
蓮
浄
苑
で
使
用
さ

の
中
に
、
「
円
満
日
礼
祖
」
と
し
て
先
人
名
が

記
さ
れ
る
興
味
深
い
箇
所
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
手
冊
は
、
正
式
に

れ
て
い
る
『
仏
七
唱
諦
手
冊
』

は
『
西
蓮
浄
苑

仏
七
付
唱
語
手
冊
』
と
命
名
さ
れ
て
お
り

阿
弥
陀
経
」
「
讃
仏
偶
」
「
回
向
侮
」
「
二
時
臨
斎
儀
」
「
大
回
向
」
「
円
満
日
礼

「
香
讃
」
「
仏
説

な
も
の
で
あ
る
。

祖
」
の
七
節
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
該
当
箇
所
を
掲
げ
れ
ば
次
の
よ
う

円
満
日
礼
祖

頂
礼
西
天
東
土
歴
代
祖
師

頂
礼
天
下
宏
揚
仏
法
諸
大
善
知
識

頂
礼
初
祖
鹿
山
東
林
遠
公
大
師

頂
礼
二
祖
長
安
光
明
導
公
大
師

頂
礼
三
祖
南
山
獄
繋
舟
遠
公
大
師

頂
礼
四
祖
五
台
竹
林
照
公
大
師

頂
礼
五
祖
新
定
烏
龍
康
公
大
師

頂
礼
六
祖
杭
州
永
明
寿
公
大
師

頂
礼
七
祖
杭
州
昭
慶
常
公
大
師

頂
礼
八
祖
杭
州
雲
棲
宏
公
大
師

頂
礼
九
祖
北
天
目
霊
峰
旭
公
大
師

頂
礼
十
祖
虞
山
普
仁
策
公
大
師

頂
礼
十
一
祖
杭
州
焚
天
賢
公
大
師

頂
礼
十
二
祖
紅
螺
資
福
醒
公
大
師

頂
礼
十
三
祖
蘇
州
霊
巌
量
公
大
師

3 



第21号

頂
礼
古
今
連
社
宗
師

頂
礼
主
七
和
尚

人間文化

「
円
満
日
礼
祖
」

と
あ
る
か
ら
、
仏
七
が
成
満
し
た
日
に
特
別
に
礼
拝
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
初
祖
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
庫
山
東
林
遠
公
大
師
は
塵
山
の

慧
遠
(
三
三
四
ー
四
一
六
)

で
あ
る
。
慧
遠
は
、
道
安
の
弟
子
と
な
っ
た
が
、

後
に
分
か
れ
て
三
八
四
年
以
降
、
鹿
山
の
東
林
寺
に
住
し
た
。

四
O
二
年
に
は

同
志
と
と
も
に
念
仏
の
結
社
に
な
る
白
蓮
社
を
結
成
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

慧
遠
の
念
仏
は
観
想
念
仏
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
彼
は
観
想
念
仏
で
著
名
な

僧
侶
と
な
る
。
次
の
第
二
祖
に
挙
げ
ら
れ
る
長
安
光
明
導
公
大
師
は
、
称
名
念

仏
で
名
高
い
善
導
(
六
二
二
|
六
八
一
)

で
あ
る
。
善
導
は
道
縛
(
五
六
二

ー

六
四
五
)

に
師
事
し
、
道
紳
の
没
後
に
は
長
安
郊
外
の
終
南
山
の
悟
真
寺
に
入

り
、
修
行
に
励
ん
だ
と
い
う
。
後
に
長
安
の
光
明
寺
や
慈
思
寺
等
に
住
し
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
善
導
は
、

口
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
え
る
称
名
念
仏
を

重
視
し
、
日
本
の
浄
土
宗
の
開
祖
に
な
る
法
然
は

「
偏
に
善
導

一
師
に
依
る
」

と
述
べ
て
お
り
、

そ
こ
に
も
称
名
念
仏
の
代
表
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明

か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
初
祖
と
第
二
祖
と
に
観
想
念
仏
と
称
名
念
仏
の
系
列
に
連
な
る

人
物
が
据
え
ら
れ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
ま
た
、
最
期
の
第
十
三
祖
に
な
る

蘇
州
霊
巌
量
公
大
師
(
聖
量
印
光
、

一
八
六
一

ー

一
九
四

O
)
は
、
大
陸
は
江

南
地
方
、
蘇
州
の
霊
巌
山
寺
の
法
師
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
智
諭
法
師
が
、
仏
七

は
霊
巌
山
寺
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
述
べ
る
こ
と
と
も
符
合
す
る
。
智
諭
法
師

の
仏
七
は
、
実
際
に
こ
の
量
公
大
師
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

4 

つ

ま

り

こ

の

「
円
満
日
礼
祖
」
か
ら
は
、
現
在
の
仏
七
は
、
大
陸
に
お
け
る
観

想
念
仏
と
称
名
念
仏
の
二
つ
の
系
統
が
融
合
さ
れ
出
来
上
が
っ
た
物
で
あ
る
こ

と
が
推
知
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
本
来
、
中
国
で
は
念
仏
の
二
つ
の
系
統
を

峻
別
す
る
こ
と
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
二
つ
の
系
統
に
区

分
す
る
こ
と
自
体
、
誤
っ
た
見
方
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
、

日
本
の
浄
土

宗
、
真
宗
の
伝
統
で
は
称
名
念
仏
に

一
極
化
し
、
観
想
念
仏
の
行
法
は
ほ
ぼ
見

ら
れ
な
い
の
で
、
こ
の
点
は
日
本
と
は
大
い
に
異
な
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、

注
目
し
て
も
良
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
仏
七
の
念
仏
行
の
中
に
心
を
一

つ
の
も
の
に
集
中
さ
せ
て
い
く
側
面
(
心
一
境
性
)

を
確
実
に
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
。

さ
て
、

で
は
次
に
、
平
成
十
七
年
(
二

O
O五
)

に
台
北
の
慧
日
講
堂
で
得

ら
れ
た
情
報
に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
。

慧
日
講
堂
僧
侶
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
よ
り

慧
日
講
堂
は
台
湾
の
仏
教
に
関
す
る
歴
史
を
考
え
る
際
に
は
、

と
て
も
重
要

な
場
所
で
あ
る
。
台
湾
仏
教
の
「
人
間
仏
教
」
と
い
う
方
向
性
は
印
順
法
師

(
一
九

O
五
ー
二
O
O五
)

に
よ
っ
て
築
か
れ
た
が
、

そ
の
印
順
法
師
が
講
説

専
門
の
道
場
と
し
て
創
建
し
た
の
が
台
北
の
慧
日
道
場
で
あ
る
。
住
僧
の

一
人



輪)台湾における修行「仏七」と門派化の進む寺院(蓑

で
あ
る
宗
覚
法
師
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
応
じ
て
く
れ
た
の
で

そ
の
概
要

を
記
し
て
お
き
た
い
。
現
住
職
は
慈

慧日講堂

忍
法
師
で
あ
る
が
、
現
在
は
台
南
の

寺
院
復
興
の
た
め
留
守
が
ち
で
あ
る

と
い
う
。

慧
日
道
場
は
、
現
在
、

そ
の
活
動

が
活
発
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
状
況

オ
ー
プ
ン
で
あ
る
と
い
う
。
土
曜
日
は
講
義
が
あ
り
、
午
前
八
時
三

O
分
よ
り

に
あ
り
、
毎
週
土
、
日
曜
日
の
み
の

そ
の
他
の
団
体
に
場
所
貸
し
を
す
る
そ
う
だ
。

一
一
時
三

O
分
ま
で
行
わ
れ
る
。
日
曜
日
は
九
時
か
ら
一
二
時
ま
で
、
仏
教
の

つ
ま
り
独
自
の
活
動
は
下
火
で

あ
る
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
土
曜
日
の
講
説
は
、
目
下
の
所
は
中
観
と
の
事
で

あ
っ
た
が
、
二
十
代
、
三
十
代
の
方
が
多
く
参
加
し
、
総
勢
五
十

1
六
十
名
に

な
る
と
い
う
。
行
事
と
し
て
は
第
四
日
曜
日
に
八
関
斎
会
を
行
っ
て
お
り
、
月

曜
の
朝
ま
で
非
時
食
を
守
る
。
五
、
六
人
の
僧
侶
が
参
加
し
、
昼
食
の
み
慧
日

講
堂
の
会
場
内
で
取
る
そ
う
だ
。
六
十
人
く
ら
い
ま
で
は
比
較
的
楽
に
対
応
で

こ
と
で
あ
っ
た
。

き
る
そ
う
だ
が
、
百
人
を
超
え
る
と
そ
の
用
意
が
大
変
に
な
っ
て
し
ま
う
と
の

講
堂
内
の
二
階
に
は
図
書
館
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い

ず
、
そ
の
理
由
の
一
つ
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
が
あ
る
そ
う
だ
。

四
階
部

分
は
外
国
語
の
仏
教
文
献
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
慧
日
講
堂
に
所
属
す

る
僧
侶
は
七
人
で
、

そ
の
他
に
三
、

四
名
の
客
分
の
僧
侶
が
居
る
と
の
こ
と

で
、
合
計
十
名
前
後
で
僧
伽
を
営
ん
で
い
る
。
客
分
の
僧
侶
は
海
外
生
活
の
経

験
の
あ
る
人
た
ち
で
、
海
外
に
居
住
す
る
華
僑
の
方
々
に
布
教
し
て
い
る
と
い

〉つノ。
現
在
の
慧
日
講
堂
は
一
九
九
六
年
に
改
築
さ
れ
、

五
階
建
て
の
建
物
と
な
っ

た
。
そ
の
最
上
階
に
相
当
す
る
五
階
に
は
年
を
取
っ
た
老
僧
が
居
住
す
る
。
こ

の
慧
日
講
堂
で
長
く
暮
ら
し
た
人
が
多
く
、
こ
こ
で
最
後
を
迎
え
る
こ
と
が
多

い
と
い
う
。

い
わ
ゆ
る
僧
侶
の
終
身
の
住
処
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ち
な
み

に
尼
僧
の
場
合
は
、
出
家
し
た
際
の
寺
院
で
最
後
を
迎
え
る
人
が
多
い
と
い

う
。
こ
れ
は
出
家
者
と
雄
も
生
き
て
い
る
の
で
当
然
で
あ
る
が
、
晩
年
を
ど
の

よ
う
に
過
ご
す
か
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。

つ
ま
り
最
上
階
は
老
齢
に
な
っ
た

時
の
高
齢
者
施
設
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
ら
し
い
。
残
念
な
が
ら
、
部
屋
が
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
介
護
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
な

ど
、
見
学
す
る
こ
と
も
精
し
く
聞
く
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

但
し
、
台
湾
の
仏
教
に
対
す
る
興
味
深
い
私
見
は
聞
く
こ
と
が
出
来
た
の

で
、
記
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
台
湾
の
仏
教
に
は
拝
礼
が
多
い
が
、
法
鼓

山
の
み
異
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
法
鼓
山
は
学
問
仏
教
で
あ
る
と
い
う

評
価
が
あ
る
の
だ
そ
う
だ
。

つ
ま
り
正
当
な
仏
教
教
理
を
研
究
し
て
い
る
の
は

5 
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法
鼓
山
の
み
で
あ
る
と
い
う
理
解
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
他
の
寺
院
は

そ
う
で
は
な
く

つ
ま
り
仏
神
に
対
す
る
拝
礼
を
重
要
な
内
容
と
し
て
い
る
と

人間文化

い
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
こ
十
年
く
ら
い
の
動
向
で
あ
る
ら
し
い
が
、
宗
派
的
な
意
識
が
芽

生
え
つ
つ
あ
る
と
言
う
。
実
際
、

そ
の
宗
派
と
は
、
①
高
雄
の
仏
光
山
、
②
台

北
の
法
鼓
山
、
③
中
部
の
中
台
禅
寺
、
④
中
南
部
の
正
覚
精
舎
(
塙
里
鎮
に
あ

る
寺
院
で
六
十
人
く
ら
い
が
居
住
す
る
。
戒
律
の
厳
守
を
標
梼
す
る
。
後
掲
)
、

⑤
花
蓮
の
慈
済
功
徳
会
、
⑥
台
中
市
の
南
普
陀
寺
(
戒
律
の
厳
守
を
実
践
す
る

寺
院
。
後
掲
)
だ
そ
う
だ
。

日
本
の
宗
派
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
す
れ
ば
、
出
家
受
戒
の
最
初
か
ら
異
な
る
よ

う
に
思
っ
た
の
で
、
受
戒
か
ら
異
な
る
の
か
ど
う
か
を
質
し
た
と
こ
ろ
、

そ
う

で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
宗
派
と
い
う
よ
り
は
門
派
の
方
が

適
切
な
表
現
か
も
知
れ
な
い
。

実
際
、
三
壇
大
戒
は
宗
派
を
問
わ
ず
、
有
名
な

僧
侶
が
戒
師
に
な
る
時
に
受
戒
希
望
者
が
殺
到
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
そ
う

だ
。
そ
の
有
名
な
僧
侶
と
し
て
挙
げ
て
く
れ
た
方
々
は
、
①
海
濡
法
師
(
イ
ン

タ
l
ネ
ッ
ト
の
菩
提
思
で
活
躍
)
、
②
煮
雲
法
師
(
東
台
弘
法
の
第

一
人
者
)
、

③
了
中
法
師
(
玄
英
大
学
の
創
始
者
)
、
④
惟
覚
禅
師
(
中
台
禅
寺
の
創
設

者
)
、
⑤
浄
心
法
師
、
浄
良
法
師
(
両
名
と
も
中
華
仏
教
協
会
の
重
鎮
)
、
⑥
道

海
法
師
(
法
臓
の
長
い
法
師
)
、
⑦
浄
空
法
師
(
浄
土
教
で
著
名
な
法
師
)
な

ど
と
い
う
方
々
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
台
湾
の
僧
侶
は
尼
僧
が
多
い
が
、

そ
の
大
半
が
最
近
で
は
大
卒
で
あ

6 

る
こ
と
も
特
徴
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
。
十
五
年
く
ら
い
前
ま
で
は
大
卒
は
珍

し
か
っ
た
と
い
う
か
ら
、
最
近
の
傾
向
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
そ
う
だ
。
そ

「
内
に
声
聞
を
修
し
、
外
に
菩
薩
を
現
ず
る
」
の

の
理
由
と
し
て
、
仏
教
者
は

が
理
想
で
あ
り
、

そ
れ
に
合
致
す
る
の
が
尼
僧
で
あ
る
か
ら
、
女
性
の
出
家
者

が
多
く
な
る
の
だ
と
い
う
。
な
ぜ
尼
僧
が
そ
の
よ
う
な
仏
教
者
の
理
想
に
合
致

す
る
の
か
、

そ
の
理
由
は
明
確
に
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
推
測
し
て
み

れ
ば
、
女
性
の
方
が
男
性
よ
り
も
戒
律
の
遵
守
を
厳
し
く
要
求
さ
れ
る
こ
と
は

一
般
に
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

そ
の
意
味
で
声
聞
に
合
致
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た
菩
薩
の
行
う
べ
き
仕
事
で
あ
る
と
こ
ろ
の
利
他
に
相
当
す
る
行
為
の
典
型
が

慈
善
救
済
活
動
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
花
蓮
の
慈
済
功
徳
会
の
活
動
は
、
ま
さ
し

く
女
性
に
よ
る
菩
薩
道
の
実
践
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
母
性
愛
は
女
性
の

特
徴
で
あ
り
、
慈
悲
は
そ
の
愛
よ
り
生
ま
れ
や
す
い
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、

女
性
は
声
聞
の
姿
で
菩
薩
の
仕
事
を
す
る
と
い
う
了
解
が
で
き
あ
が
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
男
僧
は
声
聞
的
な
と
こ
ろ
が
強
く
感
じ

ら
れ
る
ら
し
い
が
、

そ
れ
は
自
利
の
修
行
す
な
わ
ち
膜
想
の
実
践
な
ど
が
念
頭

に
置
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
印
順
法
師
の
理
想
は
菩
薩
道
と
声
聞
道
の
両
者
を
実
行
す

る
こ
と
で
あ
り

そ
の
典
型
が
尼
僧
に
求
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



台
湾
の
現
代
仏
教
|
|
台
中
・
捕
里
を
中
心
に
|
|

慧
日
講
堂
に
お
け
る
僧
侶
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
、
幾
つ
か
の
重
要
と

思
わ
れ
る
寺
院
を
平
成
十
八
年
二
月
に
訪
ね
た
。
中
部
の
町
に
な
る
台
中
の
南

普
陀
寺
、
捕
里
の
正
覚
精
舎
、
高
雄
の
仏
光
山
な
ど
で
あ
る
。
以
降
、
現
地
調

南
普
陀
寺

査
に
基
づ
い
て
得
ら
れ
た
知
見
を
記
す
こ
と
と
す
る
。

台
中
の
郊
外
、
山
の
中
腹
に
存
在
す
る
の
が
南
普
陀
寺
で
あ
る
。
仏
学
院
を

輪)

併
設
し
、

そ
の
仏
学
院
の
寺
院
と
し
て
名
高
い
。
こ
こ
は
監
仏
学
院
院
長
を
道

台湾における修行「仏七」と門派化の進む寺院(蓑

海
長
老
が
勤
め
る
、
台
湾
で
も
比
較
的
名
の
知
ら
れ
た
仏
学
院
で
あ
る
。
印
順

法
師
が
創
立
し
た
福
厳
仏
学
院
と
も

親
し
い
関
係
に
あ
る
。
こ
こ
で
次
の

二
人
の
方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る

南普陀寺前にて

こ
と
が
で
き
た
。

監
院

釈
浄
旭
法
師

教
務
課
助
理

釈
成
戒
法
師

南
普
陀
寺
の
創
建
は
明
国
四
六
年

(
一
九
五
七
)

に
始
ま
る
。

そ

の

年
、
現
在
の
場
所
に
土
地
を
購
入

し
、
明
国
四
九
年
(
一
九
六

O
)

開
墾
を
始
め
、
明
国
五

O
年
(
一
九
六
二
に
仏
学
院
を
開
校
し
た
。
大
陸
の

福
建
省
か
ら
渡
っ
た
国
強
法
師
を
開
山
法
師
と
し
て
開
学
し
、

や
が
て
一
九
六

二
年
に
は
広
化
上
人
を
教
務
部
長
と
し
て
、
律
学
の
勉
強
を
中
心
と
す
る
律
学

院
を
目
指
し
た
。
そ
の
方
針
は
戒
律
と
浄
土
に
帰
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
戒
律
は
も
ち
ろ
ん
『
四
分
律
』
を
中
心
と
し
、
唐
代
の
道
宣
の

著
書
で
あ
る
『
四
分
律
行
事
紗
』
を
中
心
に
研
績
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
律

学
院
を
目
指
す
だ
け
の
こ
と
は
あ
っ
て
律
の
厳
し
い
遵
守
も
僧
侶
に
求
め
て
お

り
、
男
女
の
別
住
、
非
時
食
、
布
薩
の
遵
守
を
行
っ
て
い
る
。
実
際
に
、
波
羅

夷
法
を
犯
し
た
比
丘
は
還
俗
に
処
せ
ら
れ
る
。
布
薩
は
毎
月
十
四
日
、
二
十
九

日
に
行
わ
れ
、
両
日
の
夕
方
六
時
か
ら
比
丘
戒
と
菩
薩
戒
の
布
薩
が
行
わ
れ

る
。
双
方
を
終
え
る
の
に
一
時
間
半
か
ら
二
時
間
の
時
間
が
掛
か
る
と
い
う
。

菩
薩
戒
は
各
自
の
意
志
に
従
っ
て
党
網
戒
ま
た
は
聡
伽
戒
が
用
い
ら
れ
、
自

分
が
犯
し
た
学
処
を
掲
げ
る
こ
と
か
ら
布
薩
は
始
ま
る
と
い
う
。
波
羅
夷
罪
で

損
出
さ
せ
ら
れ
た
比
丘
も
あ
り
、

ま
た
僧
残
法
を
犯
し
た
場
合
に
は
、
摩
那
瞳

を
す
る
た
め
に
必
要
な
部
屋
も
あ
り
、
如
法
の
行
為
が
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、

定
の
期
間
を
経
た
後
に
、
僧
伽
に
戻
す
と
い
う
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
る
。
実

際
、
厳
密
に
律
の
規
定
が
守
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

夏
安
居
は
四
月
十
五
日
か
ら
七
月
十
五
日
ま
で
の
三
ヶ
月
間
行
わ
れ
、

期
間
は
特
に
戒
律
の
勉
強
を
す
る
と
い
う
。
こ
の
際
に
は
近
郷
か
ら
戒
律
の
勉

強
に
参
加
す
る
僧
侶
も
あ
る
。
第
二
代
目
の
監
学
院
長
に
な
っ
た
広
化
法
師
の

そ
の

7 
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時
か
ら
布
薩
が
始
ま
っ
た
の
だ
そ
う
だ
。
南
普
陀
寺
の
学
生
の
中
に
は
沙
弥
も

い
る
。
彼
ら
は
ま
ず
一
年
以
上
の
期
間
、
居
士
を
勤
め
、

そ
れ
か
ら
沙
弥
に
な

人間文化

る
。
さ
ら
に
沙
弥
か
ら
一
定
の
期
間
を
経
て
受
戒
を
経
て
比
丘
と
な
る
。
信
仰

が
し
っ
か
り
と
し
て
い
な
け
れ
ば
出
家
を
許
さ
な
い
そ
う
で
、
実
際
に
は
内
規

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
仏
に
対
す
る
礼
拝
が
数
万
回
以
上
、

ま
た
梼
厳
呪

の
唱
和
が
四
万
回
以
上
で
な
け
れ
ば
出
家
を
-
認
め
て
い
な
い
と
い
う
。

第
二
期
に
仏
学
院
の
院
長
を
務
め
た
広
化
法
師
は
江
西
省
の
出
身
で
、
蒋
介

石
と
共
に
来
台
し
た
法
師
で
あ
る
。
第
三
期
の
院
長
を
務
め
た
道
海
法
師
は
山

西
省
の
出
身
と
い
う
。
道
海
法
師
は
明
国
三
八
年
(
一
九
四
九
)
に
香
港
に
定

住
し
た
が
、
明
国
六
九
年
(
一
九
八

O
)
に
塙
里
の
円
通
寺
に
戒
律
の
講
義
に

や
っ
て
来
て
、

そ
れ
が
機
縁
と
な
り
台
湾
に
定
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
や
が

て
白
聖
長
老
が
来
台
し
、
三
壇
大
戒
が
成
立
し
、

そ
れ
か
ら
は
台
湾
の
仏
教
組

織
は
確
固
と
し
て
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

現
在
、
南
普
陀
寺
の
仏
学
院
は
福
厳
仏
学
院
と
良
好
な
関
係
に
あ
り
、
福
厳

の
教
員
が
南
普
陀
寺
に
教
え
に
来
る
こ
と
も
、

ま
た
そ
の
逆
も
あ
る
と
い
う
。

ち
な
み
に
釈
厚
観
法
師
(
福
厳
の
院
長
)
も
そ
の
一
人
だ
そ
う
だ
。
南
普
陀
寺

は
仏
学
院
し
か
も
律
学
を
中
心
と
す
る

「
律
学
院
」
で
あ
り
、

か
つ
寺
院
に
付

属
す
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
卒
業
生
の
中
に
は
南
普
陀
寺
の
僧
侶
と
し

て
残
る
人
も
複
数
あ
る
と
い
う
。
よ
っ
て

「
戒
律
を
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
て

行
う
」
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
な
実
践
を
行
っ
て
い
る
人
た
ち
が
町

中
に
出
て
、
教
え
を
広
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
い
う
。
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仏
学
院
の
教
科
科
目
は
、

ほ
ぼ
漢
訳
の
経
論
が
中
心
で
あ
り
、
天
台
、
唯

識
、
般
若
の
三
部
門
の
柱
が
立
つ
と
い
う
。
経
典
は
『
法
華
経
』
が
中
心
で
あ

り
、
唯
識
の
修
学
に
お
い
て
は
『
聡
伽
師
地
論
』
や
『
唯
識
三
十
頒
』
が
、
般

若
学
に
お
い
て
は
『
大
般
若
経
』
『
金
剛
般
若
経
』
『
般
若
心
経
』
が
学
ば
れ

る
。
ま
た
行
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、

ま
ず
戒
律
が
あ
り
、
次
い
で
浄
土
が
あ
る

と
い
う
。
浄
土
は
教
学
上
の
目
的
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
実
践
上
の
目
的
で

あ
る
。
坐
禅
も
授
業
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
止
観
の
中
に
入
っ
て
い
る
。
年

限
は
専
門
課
程
が
三
年
、

一
般
の
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
入
り
、
大
学
部

は
四
年
の
コ

l
ス
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
専
門
課
程
の
上
に
一
年
を
追
加
す
る

形
で
大
学
に
な
る
と
い
う
。
よ
っ
て
仏
学
院
に
入
る
に
は

一
般
の
高
卒
以
上

の
資
格
が
要
求
さ
れ
る
が
、
中
卒
の
入
学
も
実
際
に
は
あ
り
、

そ
の
場
合
に
は

一
ヶ
月
の
観
察
期
間
が
課
さ
れ
る
。

現
在
、
南
普
陀
寺
の
僧
侶
は
二
十
五
名
で
あ
る
が
、
雨
居
の
時
期
(
四
月
か

ら
七
月
ま
で
)
に
は
市
内
の
一
般
の
僧
侶
に
も
学
院
を
開
放
し
、
律
学
を
修
学

し
て
も
ら
え
る
よ
う
便
宜
を
図
っ
て
い
る
た
め
、
七
十

1
百
人
程
度
の
僧
侶
が

集
う
こ
と
に
な
る
ら
し
い
。
仏
学
院
は
そ
の
ま
ま
講
義
を
続
け
、

そ
こ
に
市
内

の
僧
侶
た
ち
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

仏
学
院
の
一
日
の
時
程
は
次
の
通
り
。

午
前

三
時
五

O
分

起
床



四
時
三

O
分

朝
課

六
時

1
七
時

粥
座
(
朝
食
)

七
時

1
八
時

作
務

八
時

1
一
一
時

授
業

二
時
1

斎
座

午
後

二
時

1
五
時

授
業

七
時

1
八
時

晩
課

八
時

1
九
時

自
習

輪)

九
時
三

O
分

1

開
枕

台湾における修行「仏七」と門派化の進む寺院(蓑

教
師
陣
は
全
員
外
部
の
先
生
を
招
い
て
お
り
、
書
道
の
み
在
家
の
方
を
お
願

い
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
南
普
陀
寺
は
仏
学
院
中
心
に
動
い
て
お
り
、

そ
こ
に

居
住
す
る
僧
侶
が
町
に
行
き
法
会
を
し
た
り
、
あ
る
い
は
葬
式
を
す
る
こ
と
は

無
く
、

ま
た
寺
院
に
お
い
て
も
在
家
の
方
の
た
め
に
説
法
を
す
る
こ
と
も
無

い
。
葬
式
は
出
入
り
を
し
て
い
る
方
の
場
合
は
特
別
に
義
務
的
に
行
う
。
対
外

的
に
行
っ
て
い
る
も
の
は
、
七
月
十
五
日
の
夏
安
居
の
終
了
し
た
日
に
行
な
わ

れ
る
施
餓
鬼
法
会
の
み
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
、
在
家
の
方
は
、
毎
月
の

八
、
十
四
、
十
五
、
二
十
三
、
二
十
九
、
三
十
日
の
い
わ
ゆ
る
八
斎
戒
を
守
る

六
祭
日
に
、
南
普
陀
寺
を
訪
れ
る
と
い
う
。
し
か
し
、

そ
の
人
数
は
少
な
く
、

二
十
名
前
後
だ
そ
う
だ
。
但
し

一
般
僧
侶
を
含
め
て
対
外
的
な
行
事
と
し
て

行
う
時
は
、
二
、
三
百
人
程
度
の
方
が
集
ま
る
の
だ
そ
う
だ
。
台
中
に
は
尼
僧

道
場
が
百
カ
所
近
く
あ
り
、
布
薩
の
時
に
は
、

そ
れ
ら
か
ら
尼
僧
の
方
々
が
南

普
陀
寺
に
集
ま
る
。
ち
な
み
に
、
南
林
精
舎
が
尼
僧
の
戒
律
道
場
と
し
て
は
有

名
な
と
こ
ろ
だ
と
い
う
。
ま
た
嘉
義
に
存
在
す
る
善
徳
寺
も
六
十
五
名
を
超
え

る
尼
僧
が
共
住
す
る
寺
院
と
し
て
有
名
な
と
こ
ろ
だ
そ
う
だ
が
、
同
じ
く
布
薩

に
集
ま
っ
て
く
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

な
お
、
南
普
陀
寺
の
僧
の
言
葉
で
あ
っ
た
が
、
捕
里
に
あ
る
正
覚
精
舎
(
道

海
法
師
が
初
代
の
住
持
を
務
め
る
)
及
び
南
投
勝
鹿
谷
に
あ
る
浄
律
寺
(
こ
こ

も
道
海
法
師
が
院
長
を
務
め
る
)
lま

」
の
南
普
陀
寺
と
関
係
が
深
い
と
い

う
。
浄
律
寺
は
一
般
の
人
を
対
象
と
し
て
い
る
が
修
行
中
心
の
寺
院
で
あ
り
、

子
供
を
対
象
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

(
児
童
読
経
班
)
な
ど
を
持
っ
て
い
る
と
い

う
。
ま
た
最
後
に
次
の
よ
う
な
話
も
さ
れ
た
。
台
湾
全
土
に
は
現
在
、
約
二
万

人
の
僧
侶
が
お
り
、

そ
の
内
一
千
人
前
後
が
上
座
仏
教
ま
た
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

を
信
奉
す
る
僧
侶
だ
そ
う
だ
。
伝
統
的
な
中
国
仏
教
と
上
座
、

チ
ベ
ッ
ト
と
い

う
新
来
の
仏
教
が
共
存
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
言

葉
を
聞
き
、
台
湾
の
僧
侶
の
方
々
が
仏
道
修
行
に
工
夫
を
懲
ら
し
つ
つ
、

一
般
の
人
々
も
仏
教
全
般
に
寛
容
な
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
台

湾
の
仏
教
の
懐
の
深
さ
を
垣
間
見
た
よ
う
な
思
い
が
し
た
。

2 

捕
里
・
正
覚
精
舎

塙
里
に
は
現
在
、
名
高
い
寺
院
が
三
つ
ほ
ど
存
在
す
る
。
第
一
は
、

一
九
八

0
年
代
よ
り
仏
七
と
い
う
修
行
で
有
名
に
な
り
、
壮
大
な
伽
藍
を
築
い
た
霊
巌

ま
た

9 
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山
寺
、
第
二
は
一
九
九

0
年
代
よ
り

多
く
の
出
家
者
を
輩
出
し
、
急
速
に

巨
大
化
し
た
中
台
禅
寺
、

そ
し
て

第
三
は
少
数
の

と
い
っ
て
も
五
十

正覚精舎

名
以
上
の
出
家
者
が
厳
し
い
共
同
生

活
を
続
け
て
い
る
正
覚
精
舎
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
寺
院
は
そ
れ
ぞ
れ
特

徴
を
持
っ
て
お
り
、
霊
巌
山
寺
は
仏

七
に
よ
っ
て
、
中
台
禅
寺
は
禅
七
に

告
す
る
。

の
実
践
と
修
行
と
で
著
名
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
ま
ず
正
覚
精
舎
に
つ
い
て
報

よ
っ
て
、
正
覚
精
舎
は
厳
し
い
戒
律

正
覚
精
舎
は
、
中
台
禅
寺
と
道
路
を
挟
ん
で
対
象
的
な
位
置
に
あ
る
。
木
立

に
固
ま
れ
ま
た
そ
の
入
り
口
も
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
て
迷
い
そ
う
な
処
に
あ
っ

知
客

成
礼
法
師

た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
次
の
方
で
あ
っ
た
。

正
覚
精
舎
は
中
華
民
国
七
九
年
(
一
九
九

O
)
に
閉
山
さ
れ
た
精
舎
で
あ

い
る
と
い
う
。
開
山
は
了

一
法
師
、

る
。
歴
史
は
わ
ず
か
一
五
年
ほ
ど
で
あ
る
が
、
戒
律
の
護
持
で
著
名
に
な
っ
て

し
か
し
本
人
は
住
持
に
は
な
ら
ず
律
師
を

招
い
て
住
持
を
任
せ
、
本
人
は

「捨
て
る
こ
と
は
難
し
い
」

と
の
言
を
残
し
、

寺
を
去
っ
た
。
最
初
は
二
十
名
の
僧
が
修
行
で
き
る
程
度
の
規
模
で
あ
っ
た

nu 
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が
、
現
在
で
は
五
十
名
の
僧
を
数
え
る
。
『
四
分
律
』
を
守
れ
る
環
境
が
こ
こ

に
は
あ
る
と
い
う
。
戒
律
を
守
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
聞
は
仏
法
も
残
る
だ
ろ

う
と
の
自
負
心
を
僧
侶
が
持
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
持
戒
で
有
名
な
寺
院
と
な

り
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
も
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
先
の
中
国
仏
教
界

の
会
長
で
あ
る
浄
心
法
師
が
こ
の
地
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
り
、
僧
侶
が
仏
事
供

養
や
法
要
を
何
も
し
な
い
の
に
生
活
が
で
き
て
い
る
こ
と
に
驚
か
れ
た
と
い

う
。
十
方
か
ら
の
供
養
の
み
で
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
在
、

住
持
は
閉
関
中
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

い
ず
れ
に
し
ろ
今
ま
で
の
仏
教

で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
こ
と
を
こ
こ
か
ら
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
こ
の
精
舎
に
住
す
る
僧
侶
た
ち
の
中
に
は
、
衣
を
糞
雑
衣
の
よ
う
に

し
て
い
る
方
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
次
の
よ
う
な
答
え
が

返
っ
て
き
た
。
別
に
糞
雑
衣
で
は
な
い
が
、
最
初
に
衣
を
供
養
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
の
功
徳
が
継
続
す
る
よ
う
に
考
え
、
穴
が
開
け
ば
綻
び
を
繕
い
、

あ
て
布

を
重
ね
続
け
て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。

そ
れ
が
糞
雑
衣
の
よ
う
に
見
え
る
だ
け
で

あ
り
、
特
に
糞
雑
衣
住
を
実
践
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
繕
い
だ
ら
け
の
衣
を
身
に
つ
け
て
い
る
僧
の
姿

に
は
正
直
、
驚
か
さ
れ
た
。
実
際
、
中
に
は
見
か
ね
て
衣
を
送
っ
て
く
だ
さ
る

方
も
あ
っ
た
そ
う
だ
が
、
困
っ
て
他
の
僧
侶
の
方
に
譲
ら
れ
た
そ
う
だ
。

な
お
、
正
覚
精
舎
の
日
常
の
時
程
は
次
の
通
り
。



午
前

三
時
二
五
分

起
床
(
開
枕
)

四
時

i
五
時

朝
課

五
時

1
六
時

(
自
習
)

六
時

1
六
時
四

O
分

朝
食

六
時
四

O
分

1
八
時

環
境
整
備

八
時

1
九
時

授
業

九
時

1
一
一
時

自
習
ま
た
は
課
役

二

時

1
一
一
時
三

O
分

斎
座

輪)

二

時

三

O
分

1

自
習
(
自
由
)

台湾における修行「仏七」と門派化の進む寺院(蓑

午
後

六
時
三

O
分

六
時
三

O
分

1
八
時

晩
課

八
時

i
九
時

自
習

九
時

消
灯

現
在
の
修
行
僧
の
平
均
年
齢
は
四
十
歳
前
後
で
あ
り
、

も
っ
と
も
若
い
者
が

二
十
九
歳
、
も
っ
と
も
高
齢
の
者
が
七
十
八
歳
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ち
な

み
に
自
習
の
時
間
と
は
、
念
仏
、
礼
拝
、
勉
強
な
ど
ど
れ
を
行
っ
て
も
良
く
、

実
際
に
念
仏
門
を
重
視
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
最
初
に
十
五
分
程
度
の
礼

拝
、
そ
し
て
『
無
量
寿
経
』
を
読
請
し
、
身
口
意
を
浄
め
る
。
念
仏
法
門
は
唱

え
る
内
に
自
然
と
智
が
備
わ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
南
普
陀
寺

よ
り
も
こ
ち
ら
の
法
が
歴
史
が
古
い
と
い
う
言
い
方
を
さ
れ
て
い
た
が
、
歴
史

的
に
は
や
は
り
南
普
陀
寺
の
方
が
古
い
。
し
か
し
正
覚
精
舎
は
戒
律
を
実
際
に

遵
守
し
て
い
る
と
い
う
意
識
が
強
く
、
南
普
陀
寺
で
良
く
勉
強
し
た
上
で
、
こ

の
精
舎
に
は
来
て
ほ
し
い
と
の
希
望
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
。
実
際
、
両
者
を

足
繁
く
往
還
し
て
い
る
僧
侶
も
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
道
宣
の
『
四
分
律

行
事
紗
』
や
弘
一
大
師
(
一
八
八

O
l
一
九
四
二
)

の
著
作
集
を
テ
キ
ス
ト
に

し
て
勉
学
に
励
む
ら
し
く
、
初
心
者
に
は
南
普
陀
寺
で
基
礎
的
な
修
学
を
望
ん

で
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
正
覚
精
舎
の
生
活
は
厳
し

く
、
ま
た
里
人
と
の
接
触
も
ほ
と
ん
ど
無
い
の
で
、
中
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
方

も
出
て
い
る
そ
う
だ
。
安
居
の
期
間
は
四
月
十
五
日
か
ら
七
月
十
五
日
で
あ
る

が
、
特
別
な
法
要
(
孟
蘭
盆
会
な
ど
)
も
な
い
。

い
つ
で
も
供
養
を
す
れ
ば
そ

の
時
々
で
利
益
が
あ
る
は
ず
で
あ
り
、
特
別
な
盆
供
養
を
す
る
必
要
は
な
い
だ

ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
安
居
の
期
間
も
僧
侶
は
六
十
四
名
し
か
精
舎
の
中
に
は

入
ら
な
い
の
で
、
特
別
に
人
数
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
い
う
。

精
舎
に
お
け
る
僧
侶
の
役
職
上
の
区
分
は
次
の
通
り
。

住
持
(
住
職
)

長
老
の
推
薦
に
よ
り
選
出

三
年
一
期

再
任
も
可

監
院
(
寺
院
の
中
心
的
主
管
者
)

紀
綱
(
維
納
と
ほ
ぼ
同
じ
)

知
客
(
お
客
へ
の
応
対
)

水
頭
(
水
を
探
し
に
行
く
責
任
者
)

車
頭
(
車
を
管
理
す
る
責
任
者
)

11 
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会
計
(
金
銭
出
納
の
責
任
者
)

文
書
(
書
記
)

人間文化

庫
頭
(
財
産
な
ど
の
在
庫
管
理
)

蔵
主
(
教
典
の
管
理
)

維
納
(
朝
課
・
晩
課
を
司
る
)

総
務
(
電
気
な
ど
の
管
理
)

監
院
以
下
の
諸
役
は
一
年
ご
と
に
選
挙
で
選
ぶ
が
再
任
も
可
能
で
あ
る
と
い

う
。
し
か
し
実
際
に
は
、
大
変
な
役
職
は
や
は
り
成
り
手
が
少
な
く
、
推
薦
が

必
要
に
な
る
と
い
う
。
大
晦
日
の
日
に
会
議
を
行
い
渇
麿
を
し
て
決
め
る
が
、

現
実
に
は
住
持
が
適
材
と
思
っ
た
人
に
頼
ん
で
歩
き
、

よ
う
や
く
決
ま
る
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
次
の
年
の
役
職
は
一
月
十
六
日
に
正
式
に
発
表
さ
れ

る
と
い
う
。

3 

霊
巌
山
寺

霊
巌
山
寺
も
捕
里
に
存
在
す
る
寺
院
で
あ
る
。
現
在
の
住
持
は
妙
蓮
法
師
で

あ
る
が
、
二

O
O
三
年
か
ら
閉
関
中
で
あ
り
、
外
部
世
界
と
の
接
触
を
今
は

断
っ
て
い
る
。
な
お
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
方
は
尼
僧
の
修
董

法
師
で
あ
っ
た
。
現
在
、
霊
巌
山
寺
は
台
中
に
念
仏
堂
を
建
設
中
で
あ
り
、

の
落
成
の
折
り
に
は
妙
蓮
法
師
は
閉
関
を
止
め
て
出
て
く
る
予
定
で
あ
る
と
い

〉つ。
こ
の
霊
巌
山
寺
は
、
大
陸
の
蘇
州
に
あ
る
霊
巌
山
寺
を
本
寺
と
し
て
成
立
し

た
寺
院
で
あ
り
、
台
湾
に
お
け
る
開

山
の
中
心
人
物
が
妙
蓮
法
師
で
あ

る
。
妙
蓮
法
師
は
、
大
陸
に
存
在
し

た

「
仏
七
」
を
台
湾
に
紹
介
し
広
め

た
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
昨
年
に
台

北
の
近
郊
、
三
峡
鎮
の
西
蓮
浄
苑
で

経
験
し
た

「
仏
七
」

は
、
こ
の
捕
里

の
霊
巌
山
寺
の
「
仏
七
」

と
は
多

少
、
異
な
る
よ
う
だ
。

そ
の
「
仏
七
」

は
お
線
香
一
本
分

を
基
準
と
し
て
お
り
、
時
間
に
な
お
せ
ば
約
四
十
五
分
前
後
で
あ

(
支
香
)

12 

霊巌山寺

る
。
最
初
は
『
阿
弥
陀
経
』
を
皆
で
朗
唱
し
、
次
に
伽
陀
を
朗
唱
し
、
供
仏
を

一
丁
、
:

ノ
J
t
B
U

そ
れ
か
ら
唱
名
念
仏
を
行
う
。
こ
の
唱
名
念
仏
の
時
に
は
行
道
を
し
、

に
念
仏
を
す
る
。
こ
の
時
に
は
心
の
中
で

道
場
の
中
を
隊
列
を
組
ん
で
歩
く
。
そ
し
て
、
十
五
分
間
だ
け
、
声
を
出
さ
ず

と
三

「
阿
弥
陀
仏
」
「
阿
弥
陀
仏
」

そ

弥
陀
仏
」
「
阿
弥
陀
仏
」

と
心
の
中
で
唱
え
、

そ
れ
を
基
準
の
一
回
と
数
え
て
繰
り
返
す
。
ま
た
は
十
回
ほ
ど
「
阿

そ
れ
を
基
準
の
一
回
と
数
え
て

回
唱
え
、

繰
り
返
す
と
い
う
。
観
想
念
仏
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
念
仏
の
仕
方
は
、
大
陸
は
蘇
州
の
霊
巌
山
寺
の
第
十
三
代
目
の

住
持
、
印
光
大
師
に
よ
っ
て
発
案
さ
れ
、
妙
蓮
法
師
に
よ
っ
て
台
湾
に
持
ち
込



ま
れ
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
印
光
大
師
は
九
十
日
間
、
般
舟
三
味
を
行
う
こ
と

を
三
回
行
っ

て
い
る
。
仏
七
で
は

四
十
五
分
の
セ
ッ
ト

(
お
線
香
一
支
香
分

に
相
当
)
を

一
日
、
六
回
繰
り
返
す
。
朝
は
三
時

一
五
分
か
ら
五
時
三

O
分
ま

で
、
午
後
は
六
時
三

O
分

1
九
時
三

O
分
ま
で
行
う
。
朝
食
は
少
し
遅
め
で
八

時

1
一
O
時
の
間
に
取
る
。
こ
れ
は
、
参
加
者
が
多
い
の
で
、

そ
の
よ
う
に
時

聞
が
掛
か
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
霊
巌
山
寺
は

現
在
男
性
の
僧
が
約
百
名
(
沙
弥
を
含
め
て
)

り
、
正
月
の
参
加
者
が
多
い
と
き
に
は
尼
僧
も
手
伝
い
に
集
ま
る
と
い
う
。
ち

輪)

な
み
に
尼
僧
寺
院
は
、

四
十
分
ほ
ど
離
れ
た
仏
慈
浄
寺
が
拠
点
と
な
っ
て
お

台湾における修行「仏七」と門派化の進む寺院(蓑

り
、
そ
ち
ら
に
は
百
名
以
上
の
尼
僧
が
共
住
し
て
い
る
そ
う
だ
。
ま
た
、

ア
メ

リ
カ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
別
院
を
持
っ
て
お
り
、
積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

4 

台
南
・
徳
化
堂

次
に
台
南
市
内
に
存
在
す
る
斎
教
の
寺
院
、
徳
化
堂
を
訪
ね
た
。

住
所

台
南
市
中
区
府
前
路
一
段
一
七
八
競

徳
化
堂
の
建
物
は
清
の
道
光
十
七
年
(
一
八
三
七
)

に
今
の
場
所
に
創
建
さ

れ
、
現
在
で
は
歴
史
的
文
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
斎
教
は
八
斎
戒
を
重
要
な

教
え
と
し
て
持
つ
集
団
で
あ
り
、
在
家
仏
教
的
な
色
彩
が
強
い
。
実
際
、
日
本

が
支
配
し
て
い
た
時
代
に
斎
教
は
組
織
と
し
て
整
え
ら
れ
、
台
湾
で
も
有
力
な

集
団
と
な
っ
て
い
た
。
現
在
で
は
、
具
足
戒
を
保
つ
仏
教
集
団
が
確
固
と
し
て

成
立
し
て
い
る
故
で
あ
ろ
う
か
、

家
の
住
民
の
方
が
お
経
を
読
む
た
め
に
、
時
折
集
ま
っ
て
く
る
だ
け
で
あ
る
と

あ
ま
り
振
る
わ
な
い
。
徳
化
堂
の
周
辺
の
在

部
六
冊
」

い
う
。
依
拠
と
さ
れ
る
教
典
は
『
大
乗
龍
華
正
教
宝
経
』
で
あ
り
、
通
称

「五

は
次
の
よ

「
五
部
六
冊
」

う
な
も
の
で
あ
る
。

と
呼
ば
れ
る
独
自
の
教
典
で
あ
る
。
こ
の

第
一
冊
『
苦
功
悟
道
』

お

第
二
冊
『
嘆
世
無
為
』

第
三
冊
『
破
邪
顕
正
』
上

・
下

第
四
冊
『
正
信
除
疑
』

第
五
冊
『
泰
山
結
果
』

第
三
冊
が
上
・

下
二
巻
に
分
か

れ
て
い
る
の
で
、
「
五
部
六
冊
」

呼
ば
れ
る
。
明
の
時
代
に
創
作
さ
れ

た
教
典
で

そ
の
点
か
ら
考
え
れ

ば
、
民
間
宗
教
の
一
つ
と
位
置
づ
け

ら
れ
る
。

徳
化
堂
は
委
員
と
呼
ば
れ
る

方
々
の
合
議
で
管
理
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
委
員
の
方
は
選
挙
で
選
ば
れ

る
。
出
入
り
を
し
て
い
る
人
た
ち
は と

徳化堂

13 
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五
十
名
前
後
で
あ
り
、
委
員
は
二
十
名
前
後
で
あ
る
と
い
う
。
斎
教
の
お
堂
は

廟
で
あ
る
と
の
意
識
が
存
在
す
る
よ
う
で
、
主
管
者
は
廟
公
と
呼
ば
れ
る
。
信

人間文化

者
は
男
性
、
女
性
及
び
居
士
の
三
種
に
分
か
れ
、
女
性
信
者
は
蓮
姑
と
呼
称
さ

れ
る
。
台
南
の
徳
化
堂
は
古
蹟
と
し
て
指
定
さ
れ
た
お
か
げ
で
国
家
か
ら
の
補

助
金
が
あ
る
。
現
在
の
住
職
は
女
性
の
方
で
あ
り
、
他
の
地
に
も
精
舎
を
持
つ

て
い
る
と
い
う
。
特
徴
で
あ
る
は
ず
の
八
斎
戒
を
受
け
た
い
と
の
希
望
者
が
出

た
場
合
に
は
、
仏
寺
か
ら
僧
侶
を
招
待
し
受
戒
を
行
う
か
、
あ
る
い
は
全
く
仏

寺
に
委
託
し
て
し
ま
う
と
い
う
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
宗
教
活
動
は
、
仏
寺

に
付
属
す
る
形
で
機
能
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
昨
今
で
は
、

日
本
人
観

光
客
が
台
湾
の
観
音
三
十
三
所
霊
場
の
一
つ
と
し
て
参
詣
に
来
る
人
が
あ
る
と

い
う
(
但
し
徳
化
堂
の
管
理
者
自
身
は
観
音
の
霊
場
で
あ
る
と
の
意
識
は
全
く

持
っ
て
い
な
い
)
。

同
じ
台
南
地
区
の
安
平
市
に
も
善
化
堂
と
い
う
斎
教
の
寺
院
が
あ
る
が
、

の
寺
院
は
こ
の
徳
化
堂
と
姉
妹
関
係
に
あ
る
と
い
う
。
も
と
は
徳
善
堂
と
い
う

斎
教
の
寺
院
で
あ
っ
た
も
の
が
道
路
拡
張
の
た
め
に
二
つ
に
分
離
さ
れ

つ

が
徳
化
堂

一
つ
が
善
化
堂
に
な
っ
た
の
だ
そ
う
だ
。
今
の
境
内
は
、
本
堂
を

挟
ん
で
両
側
と
裏
側
に
建
物
が
あ
る
の
み
で
、
堂
の

一
つ
に
は
位
牌
を
納
め
た

い
わ
ゆ
る
位
牌
堂
も
存
在
し
た
。
信
者
さ
ん
の
位
牌
な
の
だ
そ
う
だ
。
斎
教
の

信
者
は
道
教
の
廟
に
い
く
人
も
あ
る
と
い
う
。

行
事
と
し
て
は
月
の
一
日
及
び
十
五
日
に
『
観
音
経
』
を
読
ん
で
い
る
が
、

昔
は
道
教
経
典
も
読
請
し
、

そ
の
時
に
は
『
太
上
無
極
混
元
真
経
』
を
使
っ
た

そ
の
他
全
般
的
な

14 

そ
う
だ
。
な
お
、
徳
化
堂
の
日
常
の
管
理
に
は
会
計

一
人、

庶
務
に
二
人
が
当
た
っ
て
お
り
、
出
勤
時
間
は
朝
の
六
時
か
ら
午
後
の
五
時
半

ま
で
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
点
で
も
、
委
員
会
管
理
の
道
教
の
廟

や
宮
に
近
い
と
こ
ろ
が
感
じ
ら
れ
た
。
ま
た

一
ヶ
月
に
二
日
は
休
み
が
取
れ
る

一一

之

一
号
)

そ
う
だ
。
な
お
、
台
中
に
慈
音
堂
(
台
中
鯨
浬
新
田
村
豊
興
路
二
段
三
三
八
巷

と
い
う
、
台
南
の
徳
化
堂
の
流
れ
を
く
む
斎
教
の
堂
宇
が
あ
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

5 

高
雄

・
仏
光
山

台
湾
南
部
の
中
心
都
市
は
高
雄
市
で
あ
る
。

る
仏
寺
が
仏
光
山
で
あ
る
。
仏
光
山

は
す
で
に
馴
染
み
に
な
っ
て
い
る
方

そ

も
多
い
で
あ
ろ
う
。
聞
き
し
に
勝
る

巨
大
寺
院
で
あ
り
、
台
湾
仏
教
の
一

大
拠
点
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
筆
者
も
、
実
は
四
度
目
の

訪
問
で
あ
っ
た
が
、
今
回
、
修
行
道

に
関
し
て
い
く
つ
か
の
視
点
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
、
改
め
て
仏
光

山
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
修
行
に

そ
の
高
雄
市
の
郊
外
に
存
在
す仏光山



つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
。

現
在
、
高
雄
の
拠
点
に
居
住
す
る
出
家
者
は
、
約
五
百
名
、
全
世
界
を
あ
わ

せ
る
と
一
千
三
百
人
に
及
ぶ
。
日
本
で
も
本
栖
湖
湖
畔
に
日
本
支
部
が
建
設
さ

れ
て
い
る
途
上
で
あ
る
。
高
雄
の
仏
光
山
本
部
で
は
今
年
(
二

O
O六
年
)

受
戒
会
を
予
定
し
て
お
り
、
全
台
湾
か
ら
受
戒
希
望
者
が
集
ま
る
だ
ろ
う
と
予

測
し
て
い
る
。
朝
晩
の
日
課
は
、
学
生
と
も
ど
も
仏
学
院
に
付
属
す
る
堂
宇
で

行
う
が
、

一
日
、
十
五
日
の
祝
震
調
経
(
祝
祷
調
経
と
も

の
際
に
は
、
本
来

の
本
堂
を
使
用
す
る
。
博
物
館
施
設
も
設
置
さ
れ
、
私
た
ち
が
訪
れ
た
と
き
に

輪)

は
中
国
大
陸
の
江
蘇
省
の
泥
人
形
(
恵
山
泥
人
)
展
を
開
催
し
て
い
た
。

台湾における修行「仏七」と門派化の進む寺院(蓑

仏
光
山
の
信
者
数
は
、
花
蓮
の
慈
済
功
徳
会
に
次
い
で
多
い
の
で
あ
る
が
、

一
般
に
は
法
会
に
参
加
し
て
仏
教
徒
に
な
る
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る

ょ
う
だ
。
ま
た
毎
月
初
旬
に
発
行
し
て
い
る
『
普
門
学
報
』
も
重
要
な
機
関
誌

と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
信
者
も
含
め
た
修
行
と
し
て
「
仏
七
」
及
び
「
禅
七
」
が
存
在
し
、

こ
の
両
者
が
重
要
な
行
事
に
な
っ
て
い
る
。
仏
七
は
、
先
に
も
触
れ
た
如
く
称

名
念
仏
と
観
想
念
仏
と
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
、
台
湾
に
お
い
て
は
一
般
的
な
修

行
方
法
で
あ
る
。
仏
光
山
で
行
わ
れ
る
「
仏
七
」

の
時
程
は
次
の
如
く
で
あ
っ

た

午
前

五
時
三

O
分

1
六
時
三

O
分

朝
課
(
『
阿
弥
陀
経
』
読
諦
)

六
時
三

O
分

1
八
時
三

O
分

朝
食

lま

八
時

i
二
時
一

O
分

二

時

三

O
分

1

午
後

O
時

i

二
時

二
時

i
四
時
三

O
分

四
時
三

O
分

1
五
時
三

O
分

六
時

1

実
質
的
な
行
の
部
分
は
、

七
時
三

O
分

i
九
時
四
五
分

ほ
ぼ
御
線
香
一
本
分
の
時
間
で
区
切
り
が
つ
け
ら

称
名
・
観
想

称
名
・
観
想

昼
食

休
舌自

称
名
・
観
想

作
務

薬
石

れ
、
ま
ず
『
阿
弥
陀
経
』
の
朗
請
、
機
悔
文
の
朗
諦
、
次
い
で
行
道
(
約
一
五

分
)
、
称
名
(
一
五
分
)
、
坐
禅
(
一

O
分
)
と
い
う
具
合
に
区
分
さ
れ
る
。
坐

思
い
描
い
た
り
、

禅
の
時
に
は
、
心
の
中
で
「
阿
弥
陀
仏
」
を
念
じ
た
り
、
阿
弥
陀
仏
の
姿
形
を

一
方
の
禅
七
の
時
程
は
次
の
通
り
。

あ
る
い
は
入
息
出
息
観
を
行
う
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

午
前

五
時

五
時
三

O
分

1
六
時
三

O
分

六
時
三

O
分

1
七
時
三

O
分

七
時
三

O
分

1
一
一
時

二

時

三

O
分
{
〉

午
後

一
二
時

1
一
時
三

O
分

一
時
三

O
分

i
三
時
三

O
分

起
床

坐
禅

朝
食

坐
禅

昼
食

休
憩

坐
禅
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第21号

三
時
三

O
分

i
五
時

作
務

五
時

1
五
時
四
五
分

坐
禅

人間文化

六
時

1

薬
石

七
時

1
九
時
四
五
分

坐
禅

一
O
時

開
枕

禅
七
は
僧
侶
向
け
の
み
の
も
の
と
在
家
信
者
向
け
の
も
の
と
双
方
が
存
在
す

る
。
坐
禅
の
内
容
と
し
て
は
、
指
導
者
に
よ
っ
て
も
異
な
る
が

一
般
に
は
入

息
出
息
観
を
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
。
坐
禅
の
時
に
は
何
も
考
え
な
い
。
ま
た
話

頭
を
与
え
る
こ
と
も
あ
る
。
「
父
母
未
生
前
の
自
己
」

な
ど
の
話
頭
を
与
え
、

一
念
の
生
じ
る
前
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、

在
家
の
人
の
場
合
、
仕
事
中
に
考
え
続
け
て
い
た
ら
、

そ
れ
は
か
え
っ
て
危
険

で
あ
る
と
い
う
理
解
か
ら
、
話
頭
禅
は
ほ
と
ん
ど
し
な
い
、

と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
代
わ
り
に
、
生
活
の
中
に
禅
を
取
り
入
れ
る
と
い
う
趣
旨
か
ら
、
「
人
間

生
活
禅
」

と
い
う
名
称
を
使
用
し
て
い
る
。
実
際
に
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、
数

息
観
、

四
念
処
観
で
あ
る
と
い
う
。
経
行
も
行
う
が
、

そ
れ
は
非
常
に
早
い
速

度
で
行
わ
れ
る
と
い
う
。

さ
て
、
こ
こ
に
も
話
頭
禅
と
の
用
語
が
登
場
し
た
が

「
一
念
の
生

そ
れ
は

じ
る
前
」
に
意
識
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
も
と
も
と
話
頭
は
公

案
と
同
じ
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

し
か
し
、

しユ

つ

の
聞
に
か
、
心
に
一
念
の
生
じ
る
瞬
間
に
焦
点
を
当
て
た
用
語
に
変
化
し
た
よ

う
で
あ
れ
。
あ
る
心
の
働
き
が
有
っ
た
と
し
て
、

そ
の
直
前
の
心
の
働
き
、
す
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な
わ
ち
一
念
が
ふ
っ
と
生
起
す
る
、

ま
さ
に
そ
の
瞬
間
の
直
前
に
焦
点
を
当
て

る
用
語
に
変
化
し
て
い
る
。

現
在
、
本
部
に
は
四
百
名
の
尼
僧
、
百
名
の
男
僧
が
居
る
。
大
学
は
嘉
義
に

南
華
大
学
(
哲
学
科
(
含
む
仏
教
学
)
)
、
宜
蘭
に
仏
光
大
学
を
持
っ
て
い
る
。

科
目
は
仏
教
関
連
科
目
の
み
で
あ
る
が

一
般
の
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
仏
学

院
に
入
学
し
て
ほ
し
い
と
の
念
願
が
あ
る
そ
う
だ
。
大
学
に
お
け
る
教
師
は
仏

光
山
出
身
の
僧
侶
が
多
い
。
し
か
し
学
生
の
卒
業
後
の
進
路
は
本
人
の
意
志
に

任
せ
て
お
り
、
自
分
の
お
寺
が
あ
る
人
は
お
寺
に
帰
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

残
る
場
合
に
は
、
師
匠
の
承
諾
が
必
要
で
あ
り
、
本
人
の
意
志
と
い
っ
て
も
全

く
本
人
任
せ
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
仏
光
大
学
に
学
ぶ
在
家

学
生
で
寺
院
に
残
り
た
い
と
い
う
希
望
を
持
っ
た
場
合
に
は
、
在
俗
の
ま
ま
で

寺
院
に
残
る
道
も
関
か
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

お

わ

り

に

台
湾
に
お
け
る
仏
教
の
事
例
を
い
く
つ
か
見
て
き
た
。
仏
七
に
独
自
の
工
夫

を
凝
ら
し
躍
進
を
続
け
つ
つ
あ
る
西
蓮
浄
苑
に
つ
い
て
ま
ず
述
べ
た
が
、
止
観

念
仏
と
称
名
念
仏
の
双
方
が
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
た
こ
と
は
幸

い
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
実
際
に
西
蓮
浄
苑
の
修
行
僧
た
ち
が
こ
の
修
行
を
通
し

て

「
仏
の
功
徳
を
念
じ
な
が
ら
菩
提
心
を
発
す
る
」
こ
と
が
も
っ
と
も
肝
要
で



あ
る
と
述
べ
て
い
た
こ
と
も
印
象
に
残
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
の
浄
土
宗
や
真
宗
と
対
照
し
た
場
合
、

そ
こ
に
は
止
観
念

仏
の
伝
統
は
殆
ど
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
台
湾
の
よ
う
に
止
観
の
立
場
か
ら
念

仏
を
考
え
る
こ
と
は
、

と
て
も
興
味
深
く
思
え
た
。
と
い
う
の
は
心
を
静
め
て

い
く
方
向
の
修
行
は
、
彼
ら
は

「
止
静
」
と
の
言
葉
を
使
っ
て
表
現
し
て
い
た

が
、
そ
こ
に
は
確
実
に
イ
ン
ド
仏
教
か
ら
流
れ
る
「

S
E巳
E
止」

の
伝
統

が
生
き
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
止
が
可
能
で

あ
れ
ば
、

そ
こ
か
ら
自
然
に
「
観
」
が
導
か
れ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

輪)

次
に
、
実
際
の
調
査
の
報
告
を
中
心
に
記
し
た
。
戒
律
の
実
践
を
重
視
し
て

台湾における修行「イム七」と門派化の進む寺院 (蓑

い
る
南
普
陀
寺
、

ま
た
世
俗
の
世
界
と
の
接
触
を
極
端
に
そ
、ぎ
落
と
し
修
行
に

専
念
し
て
い
る
正
覚
精
舎
、

そ
し
て
在
家
の
信
者
の
教
導
に
積
極
的
に
関
与
し

て
い
る
霊
巌
山
寺
や
仏
光
山
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
興
味
深
い
存
在
で
あ
っ
た
。
な

か
で
も
霊
巌
山
寺
は
仏
七
な
る
修
行
法
が
台
湾
に
積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
拠
点
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
に
至
っ
た
。
仏
光
山
に
お
い
て
は

「
仏
七
」
及
び
「
禅
七
」

の
修
行
が
双
方
と
も
実
施
さ
れ
、
在
家
の
人
た
ち
を

取
り
込
ん
で
、
仏
法
の
布
教
が
行
わ
れ
て
い
る
と
の
感
を
強
く
持
つ
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
し
て
、
同
じ
仏
七
と
い
っ
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
に
お
い
て
修

行
の
内
実
に
お
い
て
は
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。

一
支
香

分
の
時
間
で
区
切
り
、
繰
り
返
し
て
い
く
霊
巌
山
寺
や
仏
光
山
、

そ
し
て
時
間

を
長
め
に
取
り
二
支
香
分
の
時
間
を
費
や
し
て
い
る
台
北
の
西
蓮
浄
苑
と
、

れ
ぞ
れ
異
な
り
が
あ
る
こ
と
は
意
外
な
発
見
で
あ

っ
た
。
今
で
も
仏
教
者
た
ち

が
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
て

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
修
行
法
を
編
み
出
し
続
け
て

い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
台
湾
仏
教
は
そ
の
よ
う
な
意
味
で
自
主
的

で
あ
り

ま
た
懐
が
深
い
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

注

そ

(
l
)

拙
論
「
台
湾
に
お
け
る
仏
七
簡
介
」

『禅
研
究
所
紀
要
』
三
四
(
平
成
一

八

年)。

(
2
)

智
諭
和
尚
講
述
『
仏
七
講
話
第
一
集
』
(
西
蓮
浄
苑
、
二

O
O
三
年
)。

(3
)

智
諭
和
尚
、
前
掲
書
、
二
四
頁。

(
4
)

智
諭
和
尚
、
前
掲
書
、
二
二
頁
。

(
5
)

蘇
州
の
霊
巌
山
寺
は
平
安
時
代
初
期
に
弘
法
大
師
空
海
が
長
安
に
上
る
途
上

で
立
ち
寄
っ

た
寺
院
で
も
あ
る
と
い
う
。
西
園
戒
瞳
寺
、
寒
山
寺
と
と
も
に
蘇
州

三
大
寺
の

一
つ
。
末
木
文
美
士
・
曹
章
棋

『
現
代
中
国
の
仏
教
』
(
平
川
出
版

社
、

一
九
九
六
年
)
、
三
六
八
頁
、
参
照
。

(
6
)

『
台
湾
仏
寺
導
遊

《
八
ど

(
菩
提
長
春
、

一
九
九
六
年、

台
北
)

一
O
九

頁。
(
7
)

大
正
四
七
、
立

E
-ー
ェ
。

(
8
)

西
蓮
浄
苑
、
発
行
。

(
9
)

慧
遠
に
つ
い
て
は
、
牧
田
諦
亮
『
中
国
仏
教
史
研
究
』
第

一

(
大
東
出
版
、

一
九
七
七
年
)

一
二
三
l

一
五
四
頁
、
横
超
慧
日
『
中
国
仏
教
の
研
究
』
第
二

(
法
蔵
館
、
一
九
六
七
年
)
一
九
四

二
O
四
頁
、
な
ど
を
参
照
。
慧
遠
は

『繋

舟
三
昧
経』

に
基
づ
き
念
仏
結
社
を
作
っ
て
い
た
。

(
叩
)
印
光
は
二

O
世
紀
初
頭
に
浄
土
教
を
広
め
た
法
師
と
し
て
名
高
い
。
江
燦
騰
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「
清
末
民
初
印
光
大
師
的
浄
土
思
想
」
(
江
燦
騰
『
中
国
近
代
仏
教
思
想
的
諮
静
与

発
展
』
南
天
書
局
、
一
九
九
八
年
、
台
北
、
四
一
七
ー
四
二
七
頁
に
収
録
)
を
参

照
。
『
印
光
大
師
全
集
』
(
全
七
冊
、
仏
教
出
版
社
、
台
北
)
、
『
印
光
法
師
文
紗
全

集
』
(
上
下
二
巻
、
新
文
豊
、
台
北
)
な
ど
が
資
料
集
と
し
て
存
在
す
る
。

(
日
)
霊
巌
山
寺
の
量
公
大
師
は
浄
土
宗
第
十
三
祖
と
さ
れ
る
印
光
(
法
名
は
聖

量
)
を
指
す
。
印
光
は
一
九
三
七
年
か
ら
四

O
年
に
か
け
て
浄
土
宗
を
蘇
州
の
霊

巌
山
寺
に
お
い
て
弘
法
し
た
と
い
う
。
太
虚
、
弘
一
、
諦
閑
と
並
ぶ
一
九
世
紀
末

か
ら
二

O
世
紀
初
頭
に
か
け
て
大
陸
で
活
躍
し
た
四
人
の
重
要
な
僧
侶
の
一
人
で

あ
る
。
末
木
・
曹
共
著
、
前
掲
書
、
三
六
八
頁
及
び
与
学
日
編
・
慧
光
大
島
龍
玄

訳
『
虚
雲
和
尚
伝
|

|
百
二
十
歳
の
生
涯
』
(
葦
書
房
、

一
九
九
六
年
)
一
九

五
、
一
九
六
頁
な
ど
を
参
照
。

(
ロ
)
但
し
、
比
叡
山
等
に
伝
持
さ
れ
る
常
行
三
味
な
ど
で
は
観
想
念
仏
の
伝
統
も

存
在
す
る
の
で
、
日
本
の
浄
土
信
仰
が
称
名
念
仏
だ
け
で
あ
る
と
す
る
こ
と
も
出

来
な
い
。

(
日
)
こ
の
言
葉
と
逆
の
表
現
が
中
国
成
立
の
論
書
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
た
と
え
ば
吉
蔵
の
『
金
剛
般
若
経
疏
』
巻
こ
に
は
「
其
人
内
秘
菩
薩
行
、
外

現
撃
聞
」
(
大
正
三
三
)
と
あ
り
、
内
に
秘
め
ら
れ
る
の
は
菩
薩
行
で
あ
る
と
の

位
置
づ
け
が
存
在
す
る
。

(
凶
)
『
台
湾
仏
寺
導
潜
《
九
》
』
一
一
頁
、
参
照
。

(
日
)
粛
教
は
在
家
仏
教
の

一
つ
と
考
え
て
良
い
。
江
燦
騰

・
王
見
川
主
編
『
台
湾

斎
教
的
歴
史
観
察
与
展
望
』
(
新
文
豊
、
一
九
九
四
年
、
台
北
)
を
参
照
。

(
日
)
東
海
亮
道
編
・
陳
水
源
・
黄
棲
楚
監
修
・
野
川
博
之
著
『
台
湾
三
十
三
観
音

巡
拝
』
(
朱
鷺
書
房
、
二

O
O
四
年
)
に
は
観
音
霊
場
と
し
て
は
収
録
さ
れ
て
い

な
し
。

(
口
)
公
案
、
話
頭
は
検
討
が
必
要
な
用
語
で
あ
る
。

第21号人間文化

一
般
に
禅
は
公
案
禅
、
話
頭

禅
、
黙
唱
禅
、
看
話
禅
な
ど
、
そ
の
特
徴
と
な
る
言
葉
で
表
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
古
く
は
公
案
禅
と
話
頭
禅
と
は
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
持
つ
も
の
と
し
て
考
え
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
で
は
公
案
禅
と
話
頭
禅
は
異
な
る
と
の
意
識
が
芽
生

え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
与
学
呂
編
・
慧
光
大
島
龍
玄
訳
『
虚
雲
和

尚
伝
|
|
百
二
十
歳
の
生
涯
』
(
葦
書
房
、
一
九
九
六
年
)
な
ど
。

18 

〔
附
記
〕
参
加
メ
ン
バ
ー
は
、
平
成
十
七
年
に
は
青
野
貴
芳
(
本
学
非
常
勤
講
師
)
、

曽
根
原
理
(
東
北
大
学
助
手
)
、
倉
島
隆
行
(
天
王
寺
副
住
職
)
氏
及
び
小
生
の

四
名
、
通
訳
は
李
粛
芳
女
史
、
平
成
十
八
年
に
は
林
淳
(
本
学
教
授
)
、
青
野
貴

芳
(
本
学
非
常
勤
講
師
)
、
倉
島
隆
行
(
天
王
寺
副
住
職
)
、
小
生
の
四
名
と
通
訳

は
鄭
夙
妻
女
史
(
本
学
人
間
文
化
研
究
所
研
究
員
)
で
あ
っ
た
。
通
訳
の
労
を

執
っ
て
下
さ
っ
た
両
名
に
は
、
此
処
に
記
し
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。


